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序

埼玉県北部に位附する 旧深谷市 ・18岡部町 ・18川本町・ 18花園町の 1市 3町が合併

し、平成18年 1月1日をもっ て新たに深谷市が誕生しました。市域の南は比企丘陵と

接し、北端は群馬県と接しています。 この広大な市域の間を利根川 ・荒川という国内

でも有数な大河川が貰流しています。

こうした豊かな自然環境のもと、 古代人の麻 らした足跡が埋蔵文化財として今なお

多く眠っています。なかでも、 縄文時代草創期の土器を出土した西谷追跡をはじめと

して、 再葬墓で著名な上敷免追膀、県指定史跡の鹿島古墳群、榛沢郡家正臼跡と想定

される「中宿古代倉庫群跡」や国指定重要文化財 「緑釉手付瓶」を検出 した西浦北遺

跡など、 垂要な辿跡が多数存在します。

今回報告する白山追跡においては、 昭和4S年-----47年にかけて大規模な発掘調査が実

施され、 古墳跡24基、奈良～平安時代の竪穴住居跡90軒余をはじめとして、 中世の居

館跡なども検出され、 注目 を集めました。特に、 古墳跡から出土した人物埴輪 6体は、

ほぽ原型を留めた貴重なものであり、市指定文化財となっています。

本報告書は アパー ト建設に先立ち平成10年に実施 した白山政跡 7次調査の成果を

まとめたものです。 特に5号住居跡から出土したク）レル鉤は注目されるべき資料であ

り、白山迎跡の性格を考える上での貫勇な資料を追加するこ とができ ました。 本書が

学術・教育関係はもとより、 文化財の保幾 ・ 保存の啓蒙 • 普及を図る資料として広 く

活用いただければ幸いです。

最後にな りましたが、 発掘調査から報告害作成まで、多大なる ご理解と ご協力を賜

りました関係各位 ・諸機関に心より御礼申 し上げます。

平成18年11月

深谷市敦育委員ム

教育長 猪 野幸 男



例 口

l . 本苔は、埼玉県深谷市普済寺および岡里に所在する白山辿膀の、 平成10年度に実施した第

7次発掘調査の成果を まとめたものである。

2. 文化財保護法第~7条 の 3 第 1 項に基づく事業者宛の指示通知は、 次の通りである。

平成10年 8月20日付教文第 3-3 2 7号

3. 文化財保護法第57条第 1項に基づく 発掘調査の通知は、次の通りである。

平成10年 8月20日付 教文第 2-85号

4 発掘調査は、宮本直樹と竹野谷俊夫が担当し、平成10年 8月5l=I ,..__, 平成10年 9月10日にか

けて実施 した。

5. 1-t1土品の賂理及び実測 ・観察表作成は、竹野谷俊夫が行った。

6 図版作成は、宮本直樹と竹野谷俊夫が担当した。

7. 本苫の執箪は、宮本直樹が行なった。

8. 本}}に掲載 した負料は、深谷市教育委員会が保管 している。

凡例

1. 発掘調査位四図は岡部町都市計画図 (l/ 2. !'iOO及び 1/ 10. 000)を、辿跡分布図は国土地

理院発行 『本庄』 (l/ 2~. 000)を使用 した。

2. 追棉実測囮は、現場では基本的に 1/ 20、カマド実測図を l/ I 0とし、本;!):掲載の段階で

l / 60及び l/ 30とした。辿物については、基本的に 1/3で掲載した。

3. 図中の方位は、座標北を示す。

4. 追物観察表の数値に （ ）のあるものは推定値，《 》のあるものは残存値を示す。

残存率は，l図示 した器形に対する大まかな残存程度を％で示した。

5. 土膀断面図及びエ レベーシ ョン図のスク リー ント ーン（斜線）は、地山を示す。また、図

中の数値は、標高値を示す。

6. 追構実測図中の英数字は、以下を表す。

SJ竪穴住居跡 SB掘立柱建物跡 SK上坑
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I 発掘調査の経緯と経過

1 . 発掘調査の経緯

埼玉県北部に位硲する深谷市は、埋蔵文化財の宝

廊として古くか ら知 られてきた。なかでも、縄文時

代草創期の辿跡として有名な西谷迫跡や、弥生時代

の再葬塁を検出した四十坂迎跡、酋要文化財「緑釉

手付瓶Jを出土 した西浦北迫跡など、著名な辿跡が

多い。現在は、145の辿跡が確認されている。

臼山追跡は、 .J R高崎線岡部駅の北東に位四する。

県道蛭）ii普済寺線と国道17号線に挟まれた範囲であ

り、東西680m、南北500111を測る。辿跡の西脱には

埋没谷が存在し、その西方には初期評家と想定され

る熊野迫跡が展開する。

白山辿跡の発掘調査は、 工場建設に先立ち昭和LJ5

年に埼玉県教育委員会により実施されたのが始まり

であ る。約7,OOOrriにおよぶ調査の結果、奈良～平

安時代の掘立柱建物跡 4椋、 80軒以上の竪穴住居な

どが検出され、 多数の土器類や鉄製品が出土 した。

,17年には、 団地造成に伴い 1次調査地点の北側

,10. 000 triの範囲が調査され、 古墳蹄24基 (Pl坑23、

帆立貝式 l)、古瑣～平安時代の竪穴住居蹄 6軒が

検出された。埴輪には人物埴輪や器財埴輪をはじめ

として、 多数の円筒埴輪などあるが、なかでも巫女

と想定される女性植輪 5{本と男性の弾琴植輪 l体が

ほぽ完形で出土したのは特予される。さらに、方形

に巡る区画溝を有する中 世の館跡や掘立柱建物跡も

検出 された。

その後も、工場やアパート建設個人住宅建築な

どに先立ち、 発掘調査が随時実施されてきた。

今回報告する発掘調査は、アパート建設に伴い平

成10年に実施したものである。

まず、 平成10年 3月11日に、内田キヨ氏（以 F、「事

業屯」 と記す）から 1日岡部町教育委員会（以下「町

教委」と記す）に 埋蔵文化財の所在についての照

会があった。町教委では、埋蔵文化財包蔵地図によ

り開発予定地が白山殴跡の範囲内であること、辿枯

の存在の有無を確認するための試掘調査を実施する

必要があることを忠面にて回答した。 その後、事党

主から試掘調査依頼苦が提出されたのを受けて、 6 

月8日に実施 したと ころ、竪穴住居跡や掘立柱建物

跡・ 土坑などを確認 した。

これをふまえて、町教委と事業主とで協議を霊ね

たが、 工事の変更は不可能であり 、迫跡の破壊は免

れないことが確実となった。 このため、 記録保存の

ための発掘調査を岡部町追跡調査会が実施する こと

で調整を進めた。事業主もこれを了承 し、平成10年

7月30日付けで文化財保護法!'i7条の 2第 1項に基づ

＜埋蔵文化財発掘の届出が、町教委を経由 して文化

庁長官宛に提出された。

これを受けた岡部町迫跡調査会では、文化財保護

法57条の 1に基づく埋蔵文化財発掘調査の届出を所

定の手続きを経て文化庁へ提出した。

埋蔵文化財発掘届に対する事業者宛の指示通知は、

平成10年 8月20日付け教文第 3-327号においてな

された。

実際の発掘調査は、平成10年 8月 5日に開始 し、

同年 9月10日まで実施した。

2. 発掘調査 ・整理報告の経過

(1) 発掘調査の地番及び追跡番号

白山辿跡の埼玉県辿蹄登録番 号は、 .'lo.63-008で

ある。

調査区の地番は、 深谷市普済寺字前耕地1404番地

である。

今回報告するのは、白山迎跡における第 7次調査

にあたる。

(2) 表土除去

発掘調査は、平成10年 8月 5日から沿手した。作

業は、まずバソ クホーによる表土除去から始めた。

表土から30,.__,50cm掘り下げると黄褐色ローム面

が表れたので．これを迫構確認面と した。

全ての作業を終えるのに、 l Hを要した。

(3) 沿構確認 • 基準点測迅

表土除去に引き続き、翌 6日には調査補助員が調

査現場に入 り、追構確認作業を実施した。その結果、

竪穴住居跡 6軒、掘立柱建物跡 l棟、土坑 3基｀そ

のほかに も多数のピットを確認した。

辿構確認状況の写真撮影の後、迎構の掘り下げを

開始した。

- l -



(4) 追構掘り下げ及び図化作業

辿構の掘 り下げは、 調査区西端の 1号住居蹄から

始めた。

辿物は極力原位四を保つようにし、 出土状況の写

真撮彩を行い、その後 1/ 20の縮尺で図化した。

なお、 基準点測足については、株式会社東京航業研

究所に委託し、 8月IO日に実施 した。

辿物を取り 上げた後、 床面の精査を行い、 柱穴 ・

墜溝などを検出 し、 掘り下げを実施した。さ らに、

カマドの調査が終了した ところで、完掘状況の写具

撮影を実施して、順次東方の辿柚へ移動していった。

竪穴住居跡をはじめと して、他の掘立柱建物箭や

土坑なども同様に調査を進めた。 全ての辿構の掘 り

下げが終了 した時点で、調査区全体の写真撮影を実

施し、その後全測圏を作成 した。

調査の全工程が終了し、 機材やプレハブ等の撤収

が完了 したのは、平成10年9月2日のことであった。

(5) 整理 ・報告

発掘調査で検出された辿物の水洗 ．接合は、平成

17年 8月より 開始 した。これと並行して、図面の堅

理作業を行なった。追物の実測は平成l7年10月か ら

始め、 終了後に写真撮影を実施した。翌18年 1月以

降、図版の作成と原稿の執箪を行い、 印刷を開始し

たのはlO月のことであった。

報告書の印刷が完了したのは、 l1月20日の事であ

る。

3. 発掘調査 ・斃理 ・報告書刊行の組織

(1) 発掘調査 （平成10年度）

岡部町教育委員会教育長 大野福治

文化財保護室長 今井 宏

文化財保護次長 米沢信夫

主 任 中野 弘

主 任 脳羽政之

主 事 平田犯之

I/ 宮本直樹

臨時 職 員 竹野谷俊夫

発掘調査参加者

大野 ハッ 大野カネ子 岡 和夫

小経辰治 小容雄一 斎藤 好江

渋沢ヤイ 高橋ち よ子~ 田岨律子

田中秀子 栢本 純子 長谷川カネ

畑山せつ子 平野イキ子 根岸達夫

根岸 弘子 三浦 フミ 山田 勇平

矢内 忠良

(2) 挽理 ・報告苫刊行 （平成18年度）

深谷市教育委員 会 敦 育 長 猪野幸男

教 育 次 長 古川国康

次 長 中村信雄

岡岡部教育事務所所 長 柳田一郎

課長補佐 鈴木八十子

主 」禾.L 金井登美子

,, 根岸 宏

/I 島羽 政之

＂ 森田詔雄

I/ 宮本直樹

臨時 職 員 竹野谷俊夫

If 黒愕 恵

” 佐藤由江

＂ 布施みゆき
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第 2図 白山遺跡 7次調査地点位四図
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II 遺跡の地理・歴史的環境

1. 地理的環境

白山迫跡は、埼玉県深谷市普済寺字白山他に所在

する。 JR高崎線岡部駅の北東に位四し、辿跡の西

半部は現在岡里団地となっている。

深谷市は、西端が本庄台地、 西部が櫛挽台地、 南

部が江南台地上にのり、 東部から北部域は妻沼低地

上に立地する。市の北端を利根川が束流し、南部を

荒川が貫流する。

白山追跡は、櫛挽台地北端部からやや内陸部にか

けて位四する。 辿筋の中心か ら：mom北は韮線とな

り、 ll艮下には妻沼低地が広がる。

2. 歴史的瑛境

白山迫跡の立地する櫛挽台地北部は、 駅に近いこ

とや国道17号線が通ることなどから早くから開発も

進み、これに伴う発掘調査も多数実施されてき た。

その結果縄文時代～中世に至る様々な辿構 ・辿物

が検出されている。

縄文時代では、 西谷迎跡から押圧縄文 ・爪形文土

器などが検出され、咆創期の土器と して注目さ れて

きた。迫構では、 四十坂迫蹄で前期の竪穴住居跡が、

上宿迫跡で後期の敷石住居跡が検出されている。

弥生時代では、四十坂迫跡より縄文晩期～弥生初

期の土器群が出土し、弥生初期のまとまった資料と

して早くから注目 されてきた。その後、平成2年の

発掘調査では、弥生土器を伴う 再葬塁や土坑函群が

検出され、良好な箕料の追加となった。

古墳時代に至る と、 辿跡数は急増し、重要な辿構

も多数確認されている。

四十坂追跡からは、五領～和泉期に至る方形周溝

函群が検出され、この段階から後期群集墳まで連綿

と浜墓が営まれていたことが知られる。中でも四十

塚古地は、 横矧板鋲留短甲 • 五鈴鏡板付轡などを出

土し、これらの辿物から5世紀後半の当地域の酋長

溢と捉えられている C

その後、 6世紀代には やはり 首長認と想定され

る寅稲荷塚古坦 （前方後円屈） が四十塚古柑群内に

出現する。これ以降、 首長認は、お手長山古戊 （帆

立貝式古墳）・ 内出八幡塚古炭（円浜）• 愛宕山古拍

（方梢）と順次南東方向へ移動して築造される こと

が看取され、 首長の系諮を短い知ることができる。

この他に、 白山辿跡からは、6世紀代の占墳跡24基

（円殷23、帆立貝式古瑣 1) が調査された。弾琴埴

輪や壺を捧げ持つ涼女の埴輪など6(本の人物埴輪が、

ほぽ完全な形で出土したほか、多くの円筒埴輸や朝

頗形埴輪も出土 している。

なお、櫛挽台地北部における古屈時代の集落は、

現在のとこ ろ中宿迎跡など数か所が確認されている

に過ぎない。この時代の集落は、妻沼低地に立地す

る砂田前政跡 • 岡部条里迎跡や本庄台地上の六反田

迎跡 ・ 大寄辿跡 • 宮西追跡などがあり、櫛挽台地以

外に分布の中心がある。

奈良 • 平安時代になると、 様柑が一変する。それ

まで涵域と して利用されてきた熊野追跡内に、突如

大集落が営まれる。これまでに162次に及ぶ調査が

実施され、 700軒を超える竪穴住居跡、）i)Q棟の掘立

柱建物跡をは じめ、道路状辿構 ・ 大溝 • 石組井戸 ・

連房式鍛冶工房など特殊な追構が多数検出 された。

ま た 、 f'J 面硯 ・ 楷金具 ・ 唐三彩の陶枕 • 刻字紡錘車 ・

陶製仏殿 ・遥きカマ ドなど一般の集落では見られな

い匹重な追物も多数出土している。

なお、集落の開始時期は、131次濶査 l・2号竪

穴住居跡から出土し た畿内産土師器の年代観か ら、

7世紀第 3四半期と考えられている。 1次調査では、

この時期に該当する7間X3栢lの掘立柱建物跡をは

じめとする大規模俎物群が検出されており 、初期評

家の性格が与えられている。

まだ 櫛挽台地縁辺部に立地する中宿辿跡からは、

大規模な倉庫跡20棟が規則的に配四された状態で検

出され、 榛沢郡街正倉跡と推定されている。

これら と前後して周辺の白山追跡 • 岡追跡 ・上宿

追跡 ・新田迎跡などにも集落が営まれるようになる

特に、熊野追跡の北東に位四する岡辿蹄は、8世紀

第 2匹l半期と考え られる蓮華文などの瓦が多屈に採

集されていたが、 近年の確認澗査により 、掘込み地

業を伴う基埴状の辿構が検出され、近接する住居跡

からは 「寺」と磁得された土器も発見され、廃寺跡

である ことが確実となった。

このよう に、奈良～平安時代の櫛挽台地北部は`

中宿迎跡 ・熊野追跡を中心として、その周辺に集落

や寺院が展開 していた状況が短われる。

中世では、 白 山辿跡や熊野辿跨 • 酉龍ヶ谷迎跡か

ら方形に巡る溝跡が検出され、館跡に付属するもの

と推定されている。 特に西龍ヶ谷辿跡では、軸を揃

えて並んだ 6棟の掘立柱建物群が確認され、その企

画性から在地有力者陪の館跡と想定されている。

- 4 -



l. 白山漑跨 （古瑣群 · f1l令期集絡 • 中世居館） 17. 西補北迫跨 （純文 ・古佑～律令期集落）

2. 中宿迎跡 （郡街正紅 ・律令期渠浴） IS. 千光寺近跡 （占収群 ・平安集落）

3. 滝下追跨 伽I)I I跡 ・rlt令期集沿） 19. 茶臼山退跡 (r1j瑣群）

4. 岡溌寺 （寺院跡 ・ 古杭~m令期集落） 20. 伝 ヒ杉館跨 （中世）

5. 岡部条里辿蹄 （古瑣集落 ・ 条出水田 • 他令期居宅） 21. 西龍ヶ谷追跨 （律令期集落 • 中世居館）

6. 砂田前 ・樋諸迫跡（古招～平安集落） n 西谷辿跡 （縄文）

7. 熊野沿跨 (t胆令期集落 ・官術 ・中世届館） n t原辿跡 （縄文 ・古tJf. 奈良～平安）

8. 新田追跡 〈律令期集落） 21. ぼ束追跨 （古泊 ・律令期集落）

9. 上宿辿跡 （糾文 ・古墳～律令期集落） 25. 伝岡部六弥太館跡（鎌介• 南北朝）

10. 四十坂迫跡 （純文集落 • 弥生再拌裕 ・ 周溝硲 • 古J;_(j群） 26. 莉原迅蹄 （縄文・ 古tjf~ 平安 • 室町）

11. 厭ケ谷戸辿跡 （純文 ・占J-A集格 ・占J伐群） 27. 岡部六弥太硲 （穫訂~:£町）

12. 水籾迎跡 （純文 • 古収集落 ・ 周溝笈 • 古lj't群） A 四十坂浅IUJ1l1占収（円瑣）

13. 新井逍餅 （律令期集落） B. 寅稲荷駐占船 （前方後j:fjl(l)

I!. 東:Ji十子追跡 （古J-Jl'中jlt集落） C お手及山占柑 （帆立U式占珀）

15. 六反田逍跡 （古tj[. 中世集落） D. 前原愛宕山古泊 （方収）

16. 大寄ii'l跡 （縄文 • 弥生～律令期集落） E. 内出八幅塚占ti1 （円111)

F. 四 卜塚占屈群 （占JA群）

第 3図 周辺の遺跡分布
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III 発見された遺構と遺物

1. 白山迎跡の概要

白山辿跡は、櫛挽台地北端部に展開する。沿跡の

標裔は5~m前後であり、 南西から北東に向か っ て緩

やかな傾斜を有 している。辿跡から北東へ約600m

で台地縁辺部に達 し、眼下には利根川及び小山川に

より開析された妻沼低地が開けている。沖栢地との

比裔差は、約18m程である。

迎跡はJR r~i 崎線岡部駅の北東SOOm に位硲 し 、 国

道17号線と県道蛭川翌済寺線に挟まれた範囲である。

かつては民家が少なく、畑地の広がる地域であった。

白山迎跡は、 古瑣群および奈良時代～中世にかけ

て営まれた複合辿跡である。初期評家と推測される

熊野辿跡とは、 埋没谷を挟み束に接する。

発掘調査は、工場建設に先立ち昭和45年に埼玉県

教育委員会によ り実施されたのが始まりである。約

7.000川におよぶ調査の結果、奈良～平安時代の掘

立柱建物跨4棟、80軒以上の竪穴住居などが検出さ

れ、 多昂の土器類や鉄製品が出土した。

47年には、団地造成に 伴い 1次調査地点の北側

40. OOOniの範囲が旧岡部町教育委員会により調査

され、 古瑣跡24基 （円坦23、帆立貝式 l)、古墳～

平安時代の住居跡6軒が検出された。古塩周溝から

は、人物埴輪や馬形埴輪 ・器財埴輪をは じめとして、

多数の円筒埴輪などが出土 した。なかでも巫女と想

定される女性埴輪 5体と男性の弾琴埴輪 1体がほぽ

完形で出土しており、平成 9年には町指定文化財と

なった。 また、中世の追構では、方形に巡る溝をも

つ館跡や掘立柱建物跡が検出されている。

その後も、 工場やアパート建設 ・個人住宅建築な

どに先立ち発掘調査が実施されており、 現在までに

8地点に及んでいる。

2. 発見された迫構と迫物

今回報告する7次調査地点は、深谷市普済寺字前

耕地1404番地である。 辿跡のやや南寄り に位骰する。

発掘濶査により検出された逍構は、奈良～平安時

代に屈する竪穴住居跡6軒、時期不明の掘立柱建物

跡 l棟、土坑 3基 ピット多数である。迎構ごとの

重複は、あま りない。また、 東西に細長い調査範囲

のため、完掘できた辿構は少なかった。

以下、辿構ごとに順を追って詳述する。

1号竪穴住居跨

調査区の西端に位四する。

西半部が調査区域外にあるため、規模等は不明で

ある。平面形態は、 正方形あるいは長方形を呈する

と考えられる。南北軸で3.5811.1を測り、束西軸は3.35 

m以上となる。 主抽方位は、N-116°-Eを示す。

壁はやや角度をも って掘り込まれ、床面は平坦で

ある。 確認面からの深さは、63cm前後を測る。

ピットは6甚が検出された。最大のものは平面杓

円形で、 長軸53cmを測る。床面からの深さは、 l5cm

である。最小は直径14cm、深さ 5cmを測る。

壁溝は北壁と南壁に沿って検出された。幅ば2;>Cfll

前後、 床面からの深さは10cmを測る。

カマドは、 束壁の中央を削り出 し、袖は粘土を造

り付けて構築されていた。右袖98cm、左袖104cmを

測る。

燃焼部は、 長さ 141cm、最大輻52cmを測る。底面

は平坦で、煙道に向かってやや角度をもち立ち上が

る。

出土辿物は比較的少なく、 床而上や投土から土帥

器の坪 ・ 甕 •台付甕、 土師質土器の甑、 須恵器の坪 ．

蓋などが出土した。時期は 8世紀後半と考えられる。

2号竪穴住居跡

調査区の中央やや西寄りに位似^する。他の辿構と

の重複関係はない。

長軸LI,75m、短軸3.96mを測る。平面形態は、長

方形を呈する。

主軸方位は、N-'19°-Eを示す。

床面は多少の凹凸はあるもののほぽ平坦であ る。

壁はやや角度をもって掘り込まれ、確認面からの深

さは約35cmを測る。

床面上において、 3括の浅い士坑が検出された。

l号土坑は東コーナー付近において検出された。平

面形應は円形で、世径90cm、床面からの深さは15cm

である。 2号土坑は北コーナー付近で検出された。

- 6 -



仁
Y=-52720 

Y=-52710 

◎ 

0 @ 
◎ 

° ◎ 
＠◎ 

◎ 

R
 

ヽ

◎% 

/ 

Y=-52700 
3
 

J
O
 

s
 

Y=-52690 

◎ t)- e- ~ 

‘ o
l
 

:, n, 

: . 一一l
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粘七多切ローム粒 ・ロームプロック ・焼上粒を少泌含むe しまりあり、粘性なし。
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統t粒 ・焼土プロック多-r,t、ローム粕 ・粘 I:を少凩含む。しまりよい．粘性ややあり

焼（：プロック多R、ローム粒少恥含む，しまり ・粘性なし。

焼土プロック l::fもしまりややあり. (火床而）

ローム粒多1,t、焼上粒少R含む．しまりやや弱い．粘性なし．

粘上多泣、 ローム粒 ・ 焼上粒 • 炭化粒少lit含む。しまり住い、粘性ややあり．

粘士多屈ロームプロック ・焼上粒を少J,t含む。し まり弥い、粘ftあり．
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第 7図 1号住居跡カマド実測図
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1号住居踪出土遺物観察表

、().器種 口径(cm} 器利 (rm) 底径(cm) 色 潟 統成 胎 上 残存4; 低 烙

I 坪 1:i 2 2 7 9. :1 橙褐色 沖通 6炎、角閃石、甚母、酸化鉄粒 仰％ カマド¥(l:J、らせん＋放射状研文、在地産

2 ” (10. 8) ((:l I)) 赤褐色 良好 6英， 角1月石、微砂粒 図示25% l'/.! J: 下府、放射状陪文 ロクロ l:師器

:3 ” 12 3 l 2 6. 2 II 

” 石炎、チャート、徴砂粒 凶示SO% ~o.16、ロクロ 1 :n訴器、回転糸切り未潤整

I " (11 5) 3 8 (7. 0) ” ,'t-iJ]j 石炎、角I月石 図示20% 覆土上柑、ロクロ上師器、手持ちヘラ

， 
” (12 0) :l I 橙褐色 良好 石英．角IJ!J石． 冥l>J: 99% 油IS

6 
’‘ 

(12. 8) 3 I 茶褐色
’’ 

6英、角閃6 図ホ:l0% uヽl.5

7 “ m 7l 3 5 6. I 明灰色 ＂ 6英、長石、片岩、黒色粒 図示15% Nul2、全面 F持ちヘラ．末野

8 ” II 0 3 8 s. 3 ” る英艮石、県色粒、1't針 図示75% :io.l、周辺回転ヘラ．火隕痕．南比企， 
” 12. 3 3 T 7. 8 県褐～灰楼色 将辿 石英、長石、細礫 図示90% ~o.2. 周辺同転ヘラ．未還応末野

10 ＂ 12. 2 3り 7. 6 貨灰～瓜褐色 イ＜良 6英、長石、片岩、黒色粒、砂粒 図示95% カマド＼認、 9、l船辺凪転ヘラ、灼滅、未野

ll ” 12 2 :J ~ (6. 8) 明灰色 良好 白•英長伍、県色粒 図示60% 泣 II十カマド投土、固辺固転ヘラ、末野

12 “ 12. 2 3 7 B. 9 /' 

＂ 石炭、長石、県色粒 図示的％ 、o.:3、5、周辺回転ヘラ，末野

13 ＂ 12. 7 3 5 7 0 政灰色 不良 石英、長石、チャート、片岩、砂粒 図示90% カマドfol、開辺回転ヘラ、 J:'.l滅末 野

I~ 孜 17. 2 :1 6 灰色 良好 貶石、角I刈石、黒色粒 図示80% 池1(1. 13、末野

15 甕 (17.8) ((5 .1)) 橙褐色 ” Jl100石、微砂粒 図ぷ!~% カマド閃土

16 II (20. 3) 《116)) ,, 粋通 石炎、角f月石、徴砂粒 図示2:i% \~ 17 
17台付甕 (13. -1) I 6 8 (9 8) 暗赤褐色 ＂ 6英．灼I刈{i、砂粒 図示55% 池7.8 

18 恨 《'i.7)) (19. 0) 賠褐色 ” 石炎，• 角閃石、チャート 図示20% ¥o.l., 土師傾土器（軟m、内r/liヘラミガキ

＼ al. 冒言 12り住届跨上屈況R}j)

l 陪茶褐色十ー ローム粒多fit、 ローム

プロック少依炭化物

粒微：；12;; む． しまりよ

い、粘性なし。

2 賠茶褐色上 ローム粒少紋含む。し

まりよい粘性なし。

3 賠茶褐色 ・ト ローム粒多f,¥、 ローム

プロック 焼上粒少似， 

0 
含む． しまり よい 粘

性なし．

R 恩◎
4 賠茶褐色上 ローム粒少れ、焼土粒

微/,t含む。 しまり政

帖件なし。

5 茶褐色 ,~・ ローム粒多J,t、焼上粒

Al I 少紐含む． しまり底

粘性なし。

6 賠茶氾色-1: ローム粒少恥、 ロー

ムプロック徴泊含む。

しまり良．粘性なし．

7 茶褐色 1- 粘 t少孔焼上粒微屈

◎ ◎ 
() 0 7 

』：りI
3むe しまりよい下 粘

＼ 性なし．

8 賠灰褐色」 粘 f.多!il.焼 lこ少欣含

土l心 1 / 

む。 しまりよい、粘性

なし．

／ 品l査区域外

以A，60 
A' 

． 

刹 ～ 三ーニえ傘喜

゜
2m 

第 9図 2号住居跡実測図
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平面形態は円形で、 直径73cm、深さ 7cmを測り、底

部中央に小ピットが検出された。 3号土坑は、 床面

中央において検出された。直径69cmの浅い土坑に、

長軸50cmの柘円形の土坑が里複する形態である。深

さは 5cmほどと浅く、中から直径13cmの焼土が出上

した。

ピットは床面全体から 14基が検出された。平面は

円形を主体に隅丸方形を呈するものもあり、すべて

が本迎構に伴うものかは定かではない。 直径は21 ""' 

L18cm、深さは 4-----17cmである D

壁溝は、検出されなかった。

カマドは、北壁の中央を削り出し、袖は粘土を造

り付けて楳築されていた。右袖5:km、左袖51cmを測る。

燃焼部は、 長さl1llcm、最大幅51cmを測る。 底部

は平坦であ り、煙追に向かってやや角度をもち立ち

上がる。

出土 した追物は比較的少な く 、 七師器の坪• 炭、

須恵器の坪 ． 蓋 • 高台椀 • 長頸瓶などがある。 時期

は8世紀中葉から後半にかけてと考えられる。

＼ "'I 叶冒
【2け住屈跡カマド I.屈説明】

l 賠掲色土 ローム粒少依、焼土粒

微偵含む。 しまり良

粘性なし．

2 Pi'i茶褐色J・. Dーム粒 ・焼ヒ粒 ・粘

上粒少:,t含む，しま り

よい．粘性なし。

は に~\~慕禁 3 叫灰褐色士 粘士多n、ローム粒 ．

焼土粒少M含む． しま

りよい．粘性あり．

4 賠茶褐色J: 粘上多:;t、ローム粒 ，

焼土粒少欣含む． しま

り弱、粘性ややあり。

5 軒紗夜褐色土 粘士 ・焼七粒多ft't.炭

化物少M含む．しまり

よい．粘性ややあり。

6 陪赤褐色 I. 粘 I:・焼 l糸tJ../JI l: プ
ロック多[ji含む。 しま

。I 冒
り良、粘性ややあ り．

m且 7 陪赤褐色 I: 粘 I:・焼 I:プロック多

R含むc しまり悪い．

粘性なし。

8 賠茶褐色上 ローム粒 ・焼上粒少1

A' 
臼む。 しまり弱い、粘

A 性なし，
~ . 60 

。
1 m 

第10回 2号住居跡カマド実測図

-l2 -



こ
口ーー~4

ロ 7/ 

こ□□ーニ
F=1 w 5 

J. \:~ 三二／

~ ~11 

｀二□JJ, 
り
夕6

~ Y 12 

ーニー >3 ~ ご77 ,.

望`4. ~~7 
15 

o
l
 

10cm 
I I 

第 11因 2号住居跡出土遺物実測固

2号住居跡出土遺物観察表

,o. 悩種 u径(m) 器忍;c口） 底径(m) 色改 焼成 胎 t 残ff名 rili 存

I 坪 12. I 3. 2 位褐色 牲通 石英、‘且母 90",, カマド.¥o.(、内外面に油脂状黒it£
2 ” (I 2. 7) (3. ~) ＂ 

,, 角1月石、微砂粒 図ポl.'i""o 投I:

：l ＂ (13. 7) (2. 9) ” ＂ 微砂粒 図示10'托， ” 
I II (11. 8) (2 S) 1,1色 " 岱閃、 firOO白・ 図ぷ,~,. ＂ 
,J 

’’ 
(l:J. 0) ≪2.5》 n 

“ 石英微砂粒 図示10% ＂ 
G ＂ (12. 3) (I. 0) 赤褐色 " 角閃石、微砂粒 図ボ20% ＂ 
7 ” 03. 7) I. 0 (7. 7) 灰色 良好 石炎、長石．片'-ii 図ぷ 1a・沿 ¥o.6. 仝而（い！転ヘフ、火＂狼、 オ、,'l'f
g 

” (I I. 0) :J. 8 (8. 6) 灰白色 やや悪 石英、チャート、県色粒、微砂粒 凶,1,:iO",, ¥o.j, 7、全血回転ヘラ、木'l'f， 
＂ (12. 6) 《:l.;H 茶褐色 良好 石梃、微砂粒.1't針 図示20',;, 投t、未r:!7C、1対比企

10 ” (11.3) ((:l. I≫ 191灰色 ＂ 6炎、白色粒. [!,¥色粒 図ボl.j% 投七、南比企？

11 ’’ ((I. 5》 (7. 5) ’’ ＂ 長石． 片:n 図示20''u 役 K、同転糸切 り ,I.;~叩整、よ野

12 科台椀 ((2. 0)) (7. S) " 将通 石英、白色粒｀煤色粒 図示10ぉ 投 I:、末野

1:1 必 (16. 0) <U. ii≫ 灰色 ” G英、長G、!',沿 図ボ2.;"o カマド袖、木ff
II~ 類瓶 (12. 6) ((2. 1)) 必1天色 やや悪 微砂粒 図ぷ 8% 投上.}1;, 地,f;ll)j 

15 甕 陪赤褐色 将通 砂粒 牧片 ~I: ● 

16 ＂ (〈2.6)) (I. 3) 
’’ " 砂粒、伶化鉄粒 図ホ20% ,, 

17 ” ((2. O)) (7. 0) 茶褐色 “ 角I月{j、微砂粒 ＂ カマド投上

- J;{ -



3号竪穴住居跡

調査区の中央やや東寄りに位附する D

辿構の大半が調査区域外にあり、検出できたのは

北コーナ一部の lm弱の範囲である。よって、規模 ・

主軸方位等は不明である。平面形態は、方形になる

のであろうか。

床面は多少の凹凸はあるものの、ほぽ平坦である。

壁はやや角度をもって掘り込まれ．確認面からの深

さは約18cmを測る。

カマド・ 壁溝 ・柱穴等については、 不明である。

固示できたのが須恵器の坪 l点である。造物は`

4号竪穴住居跡

澗査区の東寄り に位四する。

迫構の大半が調査区域外にあり 、 規模 • 主軸方位

等は不明である。検出できたのは北コーナーの一部

であり、 3号住居跡と同様な様相を示す。

床面は多少の凹凸はあるものの、ほぽ平坦である。

壁はやや角度をもって掘り込まれ、確認面から の深

さは約31cmを測る。

カマ ドや壁溝 • ピットについては、 不明である。

出十迎物は 、 土師器の坪• 甑などの小破片がある。

時期は9世紀前半であろう か。

三 i
2
 

餡茶褐色土

缶

＂ 
A. 

[ 3 月•住店跡土府説明l

,3 

9

9

 

賠褐色_t.

陪茶比色 L:

三
パミス多伐、ロームt<t.少狐

焼土粒微1,¥含む． しまり弱い

, 1¥liヤ上なし。

ローム粒多R、焼 K粒 • 炭化

物粒微i,t含む。 しまりよい、

粘性なし。

ローム粒多屈、ロームプロッ

ク少恨、焼土粒微飛含む．し

まりよ い、粘性な し。
、:-.-,.,.. 
、...,, 

。
2m 

0 10cm 

← --- -—- I 

第12図 3号住居跡及び出土遠物実測区］

3号住居跡出土遺物観察表

~a l 器杯fifi l 口径 (cm)I :l~,;iドD) I底9りm) 色製

灰色

焼成

艮好

胎

石英、長石、片岩

上 残存玲；

図示25%

箭 巧

L、回転糸切り未調整、末野

,i (4号住居跡日付品U)I]

1
2
3
4
5
 

陪褐色上

暗茶褐色土

陪茶褐色土

陪茶褐色土

陪茶褐色七

パミス多儀、ローム粒少唸焼十粒微れ含む． しまり弱い、粘性なし。

ローム粒多紋．焼上粒 ・灰色粘i:少釈含む。し まりよい、粘性な し。

灰色粘上多迅．ローム粒 ・焼上粒少M含む，しまりやや弱い、粘性ややあり 口

ローム粒 ・焼土粒少紙炭化物粒微以含む。し まりよい、粘性な し．

灰色粘土多情、 ローム粒 ・焼 ・!:粒少代、炭化物粒徴lit含む，し まりよい．粘性ややあり ．

。
2m 

第13図 4号住居跡実測図

- l4 -
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10cm 

第14固 4号住居跡出土遺物実測図

4号住居跡出土辺物観蕗表

器種 IU径(c耐 I器高(cm) 底径(cm) 色 潟 焼成 胎 上 残（糾,1I 砒 冴

坪」 (I:.!.8) I 2. 7 賠赤褐色 ffiili 石英、 f/1I月石 図ぷ:15%

(10. D I≪2. 3≫ 赤褐色 ＂ 白•英、微砂粒 図示 7%1II 

((3. 3)) (I I. 3) 灰褐色 ” 石炎．角閃石．微砂粒 図ヽ 1-10%1"

5号竪穴住居跡

調査区の南東コーナー付近に位匝する。 6号住居

跡 ・4号土坑と重複 し、 切り合い関係から本迫構が

最も古いことが判明 している。

南半部が調査区域外にあるため、規模等は不明で

ある。平面形態は、正方形あるいは長方形を呈する

と考えられる。東西軸で5.38mを測り、 南北軸は2.!15 

m以上となる。主軸方位は、N-102°-Eを示す。

壁はやや角度をもって掘り込まれ、 床面は平坦で

ある。確認面か らの深さは、40cm前後を測る。

ピットは、 床面中央と北壁沿いで検出された。後

者は、複数のピッ トが弧を描きながら溝状に連なっ

ている。

壁溜は、北墜から束壁にかけて検出された。幅は

21.lcm、床面からの深さは 5cmほどである◇

カマドは、 東壁を削り出 し構築されていた。袖は

粘土の造り付けで、長さは右袖で55cm、左袖で;)8Cm

を測る。

燃焼部は、長さ103cm、最大幅42cmを測る。底!Iii

は浅く窪み、煙道に向かい角度を持って立ち上がる。

鍛冶炉が、床面中央の東寄りから検出された。 平

面形体は桁円形を呈し、 長軸43cm、短軸23c皿深さ

4cmを測る。 長軸の両端が被熱のため焼土化してい

た。内部から辿物は検出されなかったが、後述する

鍛冶関連辿物などか ら小鍛冶炉と想定される。

また 鍛冶炉の南には径80cm以上を測る土坑が検

出された。深さは25cmほどであるが、投土中から焼

土プロッ クや炭化物が出土している。

辿構全体の出土辿物は、骰土およびカマド内から

土師器の坪 ・皿 ・甕 ・台付甕 ・鉢、 須恵器の坪・ 蓋 ．

高台椀 • 長頸瓶 ・甕などが出土した。さらに鉄製の

鉤• 刀子・釘、 羽口、椀形滓、鉄滓、磨石なども検

出した。

出土した土器から 8世紀後半から 9世紀前半に

かけての時期 と考えられる◇

- 15 -
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【5乃住居跡A-A・l淋1説明1

暗褐色士 ローム粒少J,t、tた上粒微依含む。

しまり良粘性なし．

2 暗茶褐色i. 0ーム粒・焼 I:粒 ．枯 I一＿粒少1,t含
む。しまりよい、粘性なし。

3 U/j灰褐色土粘上多似ローム粒 ・焼」；粒tJ>jll

含む。 しまりよい粘性あり。

4 暗茶褐色土 粘上多！人ローム粒 ・焼土粒少机

含む。しまり弱、粘性ややあり．

5 賠茶褐色土 粘J:・焼L粒多m.炭化物少屈含

む。しまりよい．粘性ややあり．

6 暗亦褐色寸： 粘 ・I:・焼 t粒。焼土プロ ック多R
含む．しまり良｀粘性ややあり。

7 月存赤糾色士 粘土 ・ 焼 —l:プロック多fi'¥含む．し

まり悪い．粘性なし。

o 陪茶褐色十． ローム粒 ・焼 1:粒少;,¥含む。 しま

り弱t,、粘性なし．

9 陪茶褐色土 ローム粒少凪、焼・上粒微・fil含む。

しまり良い、粘性なし。

l(J IIJ筏茶褐色土 ローム粒・焼上粒 ・ロームプロッ

ク ・灰色粘 Kプロ ック少R含む，

しまり艮い、粘ヤI:なし．

II I音茶褐色土 ローム粒・ 焼上粒 ・灰色粘土プしl

ックを少培含む。

I ~ 陪茶褐色土 ローム粒 ・焼 I:粕・灰色粘↓：粒少

れ含む。 しま り良い、粘性なし。

l'l 昭茶褐色1 ローム粒 ・統上粒・ 灰色粘上少

含む， しまり良 い、 粘件ややイj.

II 茶掲色上 ロームプロ ッ グ ・ 焼土粒 • 炭化物

粒 • 灰色粘七を少R含む。 しまり

良い、粘付ややあり。

1.5 賠茶褐色土 ロームプロ ック多lil、焼士粒 ・炭

化物粒を徴1,!含む， しまりやや1J1)

し'・*占fEJ:ょし，＇

．色 且ら,,、的 I 2 ニ。
{ 5号lt届粉B-B' 土射説明］

l 黒掲色土 1:,;.化物多屈. iii t: 粒 ・灰色粘J;少l,t含む． しま り良、粘性なし。

2 賠茶褐色上 焼t: プロ ック多J,t、炭化物粒 • 灰色粘土粒少凩含む．しまりややl)S]い、粘性ややあり ．
3 賠茶褐色十． ロームプロ ック多秘.tie l:: プロッ ク ・炭化物 ・灰色粘土少R含む。 しまりやや泊Jい．

粘性なし。

2m 

C C' 
·~o —• 

筐冒 。
[ 5 L}住居跨C-C' -1: 府説明J
1 暗茶褐色 七 ローム粒多拭焼上粒 • 炭化物少

2m 

含む． まり良．粘性なし．

~ :$ ,<, 10 ..。
(5巧住）俎蹄鉛冶炉D-D・t府説明J
l 暗茶褐色七 ロ ー ム粒多れ、焼士粒 • 炭化物粒少:,t含む。 しまりよい、粘性なし．

2 明児褐色七 焼上粒 ・炭化物粒多鼠、 ローム粒少t~含む， しまり弱い、粘性なし．

3 赤褐色上 焼 l'.ぷ1。 しまり強い囀粘性なし，

1 m 

第15図 5号住居跡実測図
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.吋. 
~ I゚鳳冒二

(5灼住）け跡カマド土肘説明l

I 陪茶褐色・t:ローム粒・ 焼土粒 ・焼 J:プロッ

ク ・炭化物少絋含む。

しまり良、粘性なし。

2 賠茶褐色上 0ーム粒 ・ 焼」＇．粒 • 炭化物少迅

含む。しまりよい、粘性なし、＇

3 賠灰褐色土 灰色粘土多位、焼上粒少i,t含む。

しまりよい．粘性あり。

4 陪茶褐色・f: 焼上粒多＂し、ローム粒 • 炭化物

• 灰色粘土少杖含む。 しまり よ

い、粘性なし。

5 附わ赤褐色t 焼土粒 ・焼土プロック多i,l, ロ

ームプロック少f,t含む。しまり

やや弱い．粘性なし。

Cl I 。け 冑 6 賠赤褐色土 ローム粒 ・焼十粒 ・焼土プロッ

ク • 炭化物少m含む，しまり良、

粘性ややあり。

7 赤灰褐色士 灰色粘土主｛杞部分的に焼土化．

しまりよい、粘性あり。

8 淡灰褐色土 灰色粘J:t: 体。ローム粒を少屈
A ー~- 含む。 しまりよい．粘性あり。

SA 10 

第16図 5号住居跡カマド実測図 ゜
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第17図 5号住居跡遺物出土状況図
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第18図 5号住居跡出土遺物実測図 (1)
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5号住居跡出土遺物観察表

¥0. 器種 口径(t'II) 器/,f,(cm) 底径(rn) 色潟 焼成 胎 J.: 残併弔 偉 存

I 坪 (10. I) (:/. 2) 楼色 杵通 石英、角閃石、微砂粒 {~;~20¾ 投上、 If~減あり
、2 II (11. I) 3. I 灰褐色 やや悪 石炎、角I灯石 図ぷl:i% 投L
:i ” (11. 0) 3. I 橙褐色 袢辿 石従、角I月石 図示60%、0.1:;
l “ (11. 9) Gl. I) (9. 3) 灰控褐色 “ 石英、 JtrI月石、パミス 図ぶ20% 疫J.:
う ’’ 

(12. 7) (2. 7) (9. l) 明橙褐色 ’‘ 
呂英、角閃石、砂約 図,1,2a% ＂ 

6 " (11. 2) 3. 8 
’’ ＂ h英、約IJ'J石、微砂粒 図示60% ＂ 

7 ,, (12. I) (3. I) (10. 0) 昭赤褐色 " 石炎．角l刃石 図示 IO% .. 
~ ＂ 12. 7 3 6 橙褐色 ” 石炎、角閃石．徴砂粒 図ぷ80% ¥o.:lO. :JI ， 

” 12. 0 17 赤褐色
,, ィi英、角閃h 図示60% 役t

10 ＂ (13. 6) :J.9 (8. 7) 陪赤褐色
’’ 

石 英 角OO五徴砂粒 図示50% ~l~、内面に油脂状!Aし斑

II ＂ 12. 6 (!. 2) (8. 9) ＂ ’’ 
微砂粒 図,1,.'iO% 投上、カマド投 1:、内而放射状賠文

I 2 ,, OU) 3. 5 (11. 0) 橙褐色 " 石英、角I月石微砂粒 図示5% 閃士、内血放射状陪文

n Jill (15. 3) 2. 8 陪橙褐色 " 石炎｀角I刈石 図ぷ;;0% ¥a 13 

II 鉢 (15. 6) ((.1. I)) 橙褐色 ＂ 6炎、角I月石．チャート、砂粒 図ぷ20% ＼叫6

15 " (20. 2) 10. 2 (11. 7) ,, 
” 石英、角閃石 図ホIO% ¥r,.31, 60 

16 杯 (12. ~) 3. G 8. 0 明灰色 良好 徴砂粒、1't針 図示70% ¥o2'i、全面回転ヘラ．南比企

17 ＂ (12. 5) I. 2 7.6 陪茶褐色 やや忠 G炎、微砂粒 図,i,10% 投t.周辺阿転ヘラ、未!f'I

18 り 12. S :l. 9 ti. 7 灰褐色 l『 6英、長6、チャート．片界 図ぷ8珈 ¥o.2G、29、回転糸切り未潟整末'l'f
Iり ” (12 3) 6. 2 3. :l 煎灰褐色 不艮 右英．片店．戊屈、微砂粒 図示70% f{! L:、住l転糸切り未遇整. ,1<野

20 ＂ 12. :i :3 7 6. I 灰色 良好 石炎．長石、片岩、黒色粒 図,1,80% iU、回転糸切り木潤繁- -'K野
21 ” (12. I) 3. 7 6. I " ” 石炎、長石、片岩、（粗い） 図示~0% 、o.10,19. 四転糸切り未渕繁.~<野

22 ” (13. 6) 3. 6 5. 8 明灰褐色 不良 6英、長石、チャート、赤色粒 図示2:;% ¥a IS、1,tj転糸切り未戯幣、末野？

23 ” (l :l. ~) 3. 7 (7. I) 灰白色 やや悪 石炎｀チャート、片内 図示20% ~U:、団転糸lJJ り未閾整 末野

2↓ 
,, (13. l) :J.6 6 I 赤褐色 ＂ (-,"炎、長(i、赤色粒 図示10% ~l !:、回転糸切り木品繁，未野、木問元

25 ” (12. 2) 3. 8 6 0 灰色 良好 石英、長石 図ぷ:JO% \n:l~、回転糸切り未潤整末野

26 " (12. 7) ((3. I)) 灰白色 ＂ チャート、),¥¥色粒、竹針 図添ふ％ 梃土十6住覆よ、南比企

27 II (11. 7) ((3. 0)) 明灰色 ,, 石英、及石、竹針、（堅緻） 図ぷ10% 役t、南It企

28 " (12. 7) (3. 7) (5. 8) 灰白色 I' チャート、微砂粒、 H針 図,1-10% l'IJ.t, 1{-i比企

29 “ 《i.5)) (7. 0) 茶約色 粋通 石英．片府、徴砂粒 図，l,20% ¥o.l、同転糸切り未』整、木野

:rn ＂ 〈12.9)) (6. 6) 灰褐色 " 石炎、 長在チャート．片~- lスIホZ5% 閃i:.回転糸切り未調整、末野

:11 窃台椀 《1.:i)) (8. I) 貨灰色 やや恵 石英、片岩 図示20% 覆士、 木!f、i稽滅あ n
32 II 《I.7)) (8. ~) ＂ 不n 6炎、長石、幣化鉄粒 図,i;l0% 褐1:、末野

33 ” (I L 7) ((I. 0)) 明灰色 良好 石英、 R石、煎色粒 凶、J,25~. ~!:、 ~~野

31 " (17. 2) ((6. 5)) 淡此灰色 廿辿 石従、長石、)!,冶、バミス 図示20% 冷27、末野

35 澁 ((I. 2)) 9背灰色 良好 石英、K石、 1:J'針 M示J.j% 附土、南比企

36 " ({I. I)) 明灰色 ” 石英、長石、チャート 困ホ99% ¥o. lO、末野？

37 長頸瓶 《25.7〉) 灰黒色 " 石英、長fj、烈色粒、竹針 図ホ50~~ :--0.11、16他、 !'l然釉、南比企

38 " ((10. :J)) 明灰色 ,, 石渓、長Cr.(堅緻） 図示15% fill.、南比企

39 ＂ 
((13.3)) (I 0. I) ” やや悪 石共、長石． 閑色粒｀赤色粒 図示20% 閃」．、末野

IO 甕 ((l.i. I)) " 良好 石炎、チャート、長石．竹針 l、4示60% \o. 9 、 :i~他、外面平行叩き＋ナデ、南比企

II ＂ 20. 7 《12.0)) 町竹橙褐色 袢通 石炎、角I刈在砂粒 図ぷDO% カマド＼り、 5他

12 ＂ 〈ts.J》 I. s 暗赤褐色 ” 6炎、角閃石、砂粒 図示60% ¥o.18. 52 

13台付寝 (I :J. :J) ((I. 8)) 賠褐色 やや悪 石炎、角l刃石、砂粒 図示2.j¾ 疫上

.I.I " (13. 8) {(I 6, :l)) 橙褐色 粋通 行英、角I灯(.j、砂粒 凶ぷ・う()<>ん ¥u20. is 

15 
‘’ 

(11. I) (Gl.S)> " ’’ 石炎、角I刈石 図不20"/o 投十．

16 ’’ 
(〈 I.0)) 8. l 赤褐色 ,. 石炎、fI-100石、匁母 図ぷ90% ~ull 

17 JJ予
長さ (cm) 船 (cu) lりさ (m) 頂さ (g)

09¾ ¥ol 
II. 5 u 0. I 16. 0 

IS " ({IO. 8)) I I 0. I 10. 9 70% ¥o.:l、茎部先端と刃部先端欠祖

」9 ＂ 《7.:l}) I. 3 0. I S. 0 j0:)'" ¥o.11、 ＂ 
:iO ＂ 

((:;. i)) I I 0. I 6. 5 10"~ ¥o.13、 // 

5] 不明 ((8. 0)) 0. 6 0 I u ¥o58、細い怜状で一部捻れあり。鉄鏃？

~2 鉄釘？ (〈j_7)) 0. G 0. I :1 9 ¥o.5: う，細い角作状、ややilllる

53 クル）し鉤
解錠邪 軸綿(rm) 柄綿(cm) 太さ (cm) ,f(さ(g)

90"~ ぬ2、先端と柄部先哨影尺tH、((l裂あり
20. 7 6. 0 ((12, ;j)) 0.3-1.0 110. :l 

5-1 不明
長さ (m) 輻(('Ill) Nさ(cm) ff[さ(g)

骰片 洞内.¥tf! 反状て t<lill叩Jll.• 紺製
((3 7)) (〈I.I)) 0. 2 2. 7 

弱 ＂ {(5. !)) 。；； 0. I 2.: ↓ 池5、細い枠状

ii6 鉄釘？ ((1.1)) 0. g 0. 7 7. 6 破片 氾21、断面方形でt祖人

ai 不明 ((12. 0)) 0. S 0. 8 2U  ＂ ¥o.59. 断f(ij方形でt針状、（船裂あり、鉤？

58 " 〈Kl0. I〉〉 I. 6 0. 2 12. 8 ＂ ~o.22、薄板状で長）i形.B状i/tll雌

59 羽ll ((5. 5)) 3. S 1.8 31. 3 砂粒、スサ ＂ AfJ:、先端部兌泡、外面ヘフケズリ

60 ,, ((1. o≫ ((5. I)) 2. I 祁.I ＂ ＂ ~~~8、先端部5c泡、外面ヘラナデ

61 II く11.:l)) ((3. 9)) 2 0 31. 0 " ＂ 穫 十：．先~.r菰ft泡

62 椀形滓 8. S 9. :J I. 9 165. 7 100"6 悦上、表面粒状突起と気泡、磁杓度（弱）

63 " 6. 0 り.5 2. I 81. 8 ’’ 
投上．及而細かな気泡とjUj凸、磁芥度（中）

61 ＂ 7. 5 8. 8 2. I llO. 0 ＂ \n l~、上 I紺平Jfl, ド血直勁状．磁Z11斐（弱）

65 ＂ u 8. 5 1.8 11 I. 0 ＂ 覆七 Jsl籍発泡、 ド血I砂（中怜磁沿度（弱）

姉 鉄塊系 u I. 8 1.1 62 7 俄片 円七、発泡少なく緻密、(ll災磁ぶt度（強）

67 屈G・ 貨6 I I. I 5. I I. J :rn 1. o so・,. カマド冷 1 、 3 ヶ 所のIi~ t) lf1i、河似礫（砂A':l)
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6号竪穴住居跡

調査区の東端に位iB：する。 5号住居跡と重複 し、

切り合い関係から本迫構の方が新しいご とが判明し

ている。

長軸3.08m、短軸2.52mを測り、東西にやや長い

云方形を呈する。主軸方位は、 N-95°-Eを示す。

壁はやや角度をもって掘り込まれ、床面は平坦で

ある。確認面からの深さは、 20cm前後を測る。

柱穴は2基が検出され、 平面形態はいずれも円形

である。ピ ット1はカマド右袖付近で検出され`

匝径50cm、床面からの深さは23cmを測る。ピット 2

は南西コーナー付近で検出され、直径29cm、床面か

らの深さ は10cmを測る。

壁溝は検出されなかった。

カマドは東壁のほぽ中央を削り出 し、 袖は粘土を

造り付けて構築されていた。右袖は艮さ 12cm、左袖

は26cmを測る。

燃焼部については、先端が調査区域外にあるため、

全長は不明である。最大幅は、40cmである。底部は、

床面より 6cmほど掘り窪められていた。

出土迎物は比較的少なく、 南東コ ーナー付近やカ

マド 内か ら土師器の坪 • 幾 ・台付甕、須忠器の杯・

蓋． 鉢 ．痰、砥石などが出土した。時期は9世紀後

半と考えられる。

-d---+-

【6号住1,!i跡土柑況LYI]

l 暗褐色土 ローム粒を名11.ilt I: 粒を

゜
II I ll~ 微りし含む． しまりよい、粘

性なし．
2 暗荼褐色 l: ローム粒を多れ、焼ヒ粒を

徴1,し含む。 しまりよい，粘

A 11 ~ II 

『
性なし．

:, lll'i茶褐色ナ． ローム粒を多飛、 CJームプ

◎ 
ロックを少M含む しまり

よい．粘性なし．

4 暗茶褐色上 ローム粒を名Q.!#. r. 粒 ．

炭化物粒を微尿含む口しま

りよい．粘性なし．

A A. 

゜
2m 

第22図 6号住居跡実測図
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6号住居跡カマド実測図
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ローム粒 ・焼土粒少R含む。 しまり

やや弱い．粘性なし。

灰色粘上多Fi!.ローム粒 ・焼土粒少

含む。しまりよい、粘性あり ．

ローム粒少間、統 t粒微R含む．

しまりやや煽い粘性なし。

暗茶褐色：f.: ローム粒・焼土粒 ・焼上プロック ・

炭化物少m含む．しまりよい、粘性

なし．

ローム粒多杖、焼土粒少杖、炭化物

粒徴足含む しまりやや弱い．粘性

ややあり ，

ローム粒 ・焼士プロック少

しまり艮．粘性なし。

暗茶褐色上 含む。
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第24図 6号住居踪出土遺物実測図 (1)
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第25図 6号住居跡出土遺物実測固 (2)

6号住居跡出土遺物観察表

、:o. 堺種 U径 (c日） 謡tH直） 底径 (c-m) 色拙l 焼成 胎 土 残仔弔 llii 名

I 坪 12.0 3.3 9.4 位褐色 将通 石英、角j)!J石、哀紺 図示70% ¥()5. 歪みあ り

2 " 12.5 3.3 7.0 灰褐色 不良 石英、及石、）ヤ沿、砂粒、酸化鉄粒 図ぷ95¾ カマド'io.J、7、回転糸切り未逍整末野

3 " (13 1) 3.9 (6.0) 
’’ やや悪 石炭、長丘チャート 図示45% :iu3. 回転糸切り未潤整、末野

4 り ((1.2)) (6.4) 明灰色 将通 石英、長石、骨針 図示45% 閃t、周辺同転ヘラケ ズリ、 1fj比企

5 “ ((O.S)) (6 3) ,, 
良好 .[j英、什針 図ホ30% 投t、全面同転ヘフケズリ、南比企

6 溢 17.3 3.2 明橙褐色 許通 石炎、チャート｀片む、砂粒 図示80% ¥u6. 7、9、.1,'月f
7 甕 (20.1) ((6.0)) 橙褐色 ＂ 石英、角閃石，微砂粒 図示20% ,0.10 

8 ’’ 
((2.5}) (4.0) ” 

,, 石英、角閃石．微砂粒 図ぶ35% l'!.! t 
9 台付甕 《2.3)) (10.1) " " 石英、角閃石、微砂粒 図ポ20% 投ヒ

10 鉢 (29.0) ((3.4)) 明灰色 " 石英、チャート、長石、黒色粒 図示7% Fi上、末野

II 甕 灰色 良好 石英．艮石、片沿 祓）ヤ 柑上、外面平行＋ナデ、内面m紺波、末野

12 ” " 杵通 石英、長石、片岩 ＂ 投ヒ．外面平行、内面ナデ、末野

13 砥石
長さ (cm) 幅(c羅） mさ(cm) 直さ (g) 石材

50% ~o.L 砥ぎ血は4面、 端郊に敲打痕
6.6 5.1 :¥.5 165.3 凝灰岩

14 ＂ 14.0 13.2 7.5 582.1 軽石 90% 池4.切り込み状の砥ぎ跡
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1号掘立柱建物跡

調査区の東寄りに位芯する。

北部が調査区域外に延びているため全容は不明

である。 3間X2間以上の側柱建物と考えられ、 建

物の西側内に一•回 り小さなピット 3 基 (P8~Pl0)

が桁杜にほぽ平行する形で検出された。 ただし、こ

れらは柱筋が若干すれており、どのよう な構造とな

るかは不明である。

主軸方位は、 N-9:t-Eを示す。

まず側柱であるが、 柱間は桁行と梁行共に約l.6 

Ill (J尺）を基本とするが、 P4とP5の問隔だけ

が2.lmと長い。また、柱穴は、いすれも円形を呈し、

直径20-----.11lcru、深さ43cmを測る。

次にP8"-'Pl0は、 側柱に比べて柱穴が一回り小

さく 直径2l-29cm、深さは22-36⑩である。柱間は

約I.5mを測る。

辿物は 出土しなかった。しかしながら、 柱穴埋

土の状態や、柱筋0)やや不揃いな点から、 時期は中

世以降と考えられる。

1号土坑

調査区の西寄り に位佃する。

平面形態は隅丸方形を呈し、長軸159cm、短軸92

('Illを測る。 主軸方位は、 N-80° -Eを示す。

底面は、ほぽ平坦である。壁は垂直に掘り 込まれ、

確認面からの深さは26cmを測る◇

出土 した瑣物は、 須恵器の坪と盗がある。

2号土坑

調査区中央の北寄り に位腔する。

平面形態は長方形を呈し、 長軸l34c皿 短軸53cm

を測る。 主軸方位は、N-60°-Wを示す。

底面は ほぼ平坦である。壁は垂世に掘り込まれ、

確認面からの深さは20cmを測る。

泣物は、出土しなかった。

3号土坑

調査区の西寄りで、 し号住居跡カマドの前）協に伯

四する。

平面形態は桁円形を呈し、 長軸は111cm、短紬で

56cmを測る。

直h方位は、N-70°-¥Vを示す。

底面は、ほぽ平坦である◇壁は垂直に掘り込まれ、

確認面か らの深さは14cmを測る。

出土した迫物は土師器坪がある。

4号土坑

調査区の南東寄り に位迎する。 5号住居蹄と重複

し、 切り合い関係から本追構の方が新しいこ とが判

明している。

平面形態は長方形を呈すると考えられるか、上記

のとおり5号住居跡との玉複により規模等は不明

である。 検出できたのは71cmX 53cmの範囲である。

底而は、ほぽ平坦である。 墜は垂直に掘り込まれ、

確認面からの深さは13cmを測る。

辿物は、出土しなかった。

ピッ ト群

調査区の全体において、28基が検出された。

平面形態は、いずれも円形を韮本とする。

最大のものは直径6?icm, 深さ6.2cmを測る。ーカ、

最小のものは直径26c皿深さ 19cmを測る。

いずれのピット も、建物等の配列は判明 しなかっ

た。

出土辿物は．土師器 ・須恵器などが柱穴埋土から

小紐出土 したが、いずれも小破片である c 図示でき

うる須恵器坪2点を掲載した。

これらはいずれも涅入と考えられ、時期の確定は

困難であるが、 投土等の状況などにより、古代から

中・近世に至るまで様々である と考えられる。

-26 -
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N 汲介成果のまとめ

今門りJ鴻丘Cは、 6軒Q)緊六住ltJIが検出された．

時JI!{町の2ft<~>; -I り件む>,H を~iくと、 8

fin! 中災から91''紀裕VのJ/;!all;;に収まる。

持1:彎 ~1,1 紀木~-9'I紀じほと巧え，；れる HJ

ll!'ir~ が ;1;1、製の約が検出されたことが注Hされも

,"文巾でも峡れたが 1tl梵釦0.Tero. 吋心．仮・・-

柄ぶは•,lfl~でIt.紅を氣"-・)¥;;¥、,;:ほぼ,,.,_角に,,ヽ

さくtい）"'"'ら,tており、合田氏の分おによれば

lli!Iこ属するらのである (()1!11仰ヽ）^

;:_ 0)ようr斧Jの f状1"11i1J曲げられた鉤はー・ク

ルル自と,ff1(され.lij! に午たれた灼穴から約を綽

人し、祈れ曲がった元；；.;, フックでmの内債Iに取り

付けられた ,~'サii-) を I. トないし~'/;にl¥l"cて

1'11'11するものであふ

鉗を検出した,,;m糾附11.it面中火祁に約；七炉

を i』•J る限穴怠縞である. m:i! 喝連O即こは.l>i彫
沖 ・キIU・Iヽiわがあふ *IUばヽ Iヽ位片3)点の!UIで

あるが、いずれら'""販JI":後を~. ろヽ Iヽ＂のもので

ある。女た.N"ltrl!1f-H邸.1-n.o,., の規漠で、'"

みもIG-22o-nと汚いしのである・エにり経の1,

にI:!、It屯0消．い熱れと.!;.られるものも含エれる・

以上の点か,;. .:. の覧冶かについて；i小餞廿かと朽

えらItふ
出.Lしたi¥'fl品は、刀-fI点 ・lf2点・不町品2

点• そして岱Jの台ず・9t,_である．しかも、 ff¥sV>I 
分町しか』令することがでさなかったため、その改

が更にポaけることほIUli年いない、 1しr'llhitli'i-の

他の砂跨9叩 する)i!;!fiQl'f"⑭ .1.1.l>!uIの111-t

は(LI';跨 Iflにつさ多くても 2-a点てあ I), :;q 

ft.0跨U,UJ上紋ぶ突Illしている．これらは小氾,/;:こ

おいて"'~"れたものとするV)が妥．，であらう• た

だし、 ;aa鉤：：閃しては，斥由からからややt沢ヽ

たIii"'"ぐl'l' fヤJ)j~愈で検出されておI)、この限I)で

： ii~ し'・
ところで、クルル灼に関しては．楼沢1w,出凸漏

に位匡する北坂心跨13弓rrn野からも検Iiiされてい

ふ鉄灰lQ,ii',I,で、今Js52,● . 1W尺恐!,,37c●を瀾I).

断而!.lile/J形である．鑓I印ffl:11rコJ字代に1い）人

H ,, おり、合HI氏のいうn訂；こ含よれも柄郎に

は、 ぶA、岡が•lffして:- り．柄J)訂項に付いたを

只の形状から. ,I符形をヰするオ.J;!Jl柄であったこ

とが泡＼；；される．柄尻令J↓には3'1'lの叩日か1れ如こ

汁な・9ていろ.Jt紺 I:おから白山5サIIよ I)下ろ9

田咀l・OJい）と考えられ．作りもよりi印巧で.Jlt 

打1大北もよい'

なお.1,4ぷ沿：tli沢都と湛月鼻とのII!芥1こ｛む9し、

嘉訪,1,r,1その祖l:1.:JJこt地する．検/i'Jれ':iQ構u.
t.U建杓群をrrぅ竪/(/l¥elf(, で惰，~Jt. ・,.、.,
＊の焼n,や円曲I~ ・鈎鈴などを出+したことかう、

A加）名と閃係のあ，，，も人¥ij0),15'1;とちえられてさた

（中島IQヽI). また．『廷事式J..! 絨の 訊況国檜前

屯牧J/,.lJIJ,;&,Iざ目かれ入とされることがふ坂.;.

ru俊氏Ii牧1:r,g~した¥(!i.i,i.!::C こいる（坂.;..w,mi.

こ il) こと,~ . nit:: おける鮭が/I'土した心問には．

官h咽rl!,li跨がt."'I故含文れるとした8引氏の餅究

,£\Illこ も ~Ill,ろちのであろう，なお.H由遺跡）l 

外：こも、 ・・,1-;r,,連還iが>f'l'J、の店す，・rr団などが巧

えられるという

これよでのOff心1-1・"'・、令応屯によれば...迄円

からはli'::i的な這塙は檜/1¥されていないただし．

心 d企氾ぶぷら 1次べ全代の"""'ふにかけて釧7!11.

也約n1『和が分布'·、その -~*!Om<'.L!lllする；,l'flt 

居代からは、名令nが出 1.:,ている. ! らに考2

章で述べたとが）. Ill沢郡冷lrJ駒評ネと思定これる

!'!iYfiftM-が本怠l-1 の立こIii~ておI), その北万1こ；1

祁,!;Fftr芥である中lil・i符がtllr.する．

ー うしたここかふ,~ .,直t阿の仕'M"ついては、

btllift1!a設ではなく.bl人屯のI占とと椎測される．

なお．郡駿ばRなるが""'州からIll!呉内へ6k●

の即心に位置する,,久保,1,心lHIA地に10り件n:,.,
(9世紀中'-)から..,)がltt-tしている, r;<~ii:ti,o. 
h部Ikn>、人'<U,,oを別る・ r11li'ii『~~ l•JIJ :: I 

群1こ駈ずるもの rある．

［謬巧.l:a!)

. ·~ 十呉環鍼入化財.. rn令1!0, 'Iii水谷•安屯.,,.

北坂J19ヽI

• lijj, 阻>'iii女只会 ru,IJ;e跨JIり>9

• 坂人印茂＇北坂,~刃 rMtnt,um 1.1:,., ぐる

叩日雌Jll<ll;fil事波文化りfell¥:会1991

• 合円'1;1t ,, り代の欝 IPflヽ

・ ,;,~,111大牛今JPが地 .l:(tU!'J'l""'l'< f大久0(1l1¥]J
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図版3
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l号住居跡}{o.l 

1号住居跡No.8

1号住居跨No.!I 

1号住居跡No.l -~ 

2号住居跡No.1 

5号住居跡'io.3 

., 
一＼

1 号住居跡~o. 3 

1居住居勅No.9 

1号住居跡No.12

1号住居跡No.lG

2号住居跡No.7 

5号住居跡No.6 

図版 5

1号住居跨No.5 

1号住居跡No.JO

1号住｝舌跨.'lo.I;3 

1号住居跡t'lo.17

2号住居跡No.8

5号（主居跡i'io8 



図版 6

5号住居跡No.9 5号住居跡No.JO 5号住居跡No.11

5号住居跡No.16 5号住居跡No.17 5号住居跡No.JS

5号住居跡No.HJ 5号住厄跡No.20 5号住居跡No.21

5号住居跡No.15 5号住居跡No.'.:17 5号住居跡No.10

5局住居跡No.41 5 号住居跡~O. 'l l 5号住居跡No.cl7



図版 7

5号住居跡No.48 5号住居跡No.49 5 号住居跡~0-50

ぃJ

5号住居恥ojl

5号住居跡No.55

5号住居膀1'io:i2

5号住居跡褐56

5号住居跡i¥'o5:3

5 号住居跡tlo.~ 7

5号住居附No.51

5号住居跡No.5S

5 号住居跨No. ~ 9 5号住居跡No.60 5号住居蹄No.61



図版 8

5 号住居恥o.6~
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5 号住居跡No.6 ~

5号住居跡No.(i7

6号住居蹄No.l 

5号住居跡No.G;{

5号住居跡No.66

6号住居跡/l"o.13

6号住居跡No.2 

5衿住店跡¥o.61

5 村•住届跡ス ラグ群

6 号住居跡~o.11

6居住居跡No.3 

6号住居跡No.6 1号ピットNo.4 2号ピットNo.5 



報告書抄録

ふI) がな しろやまいせさ

,If 名 白山迫跡n

副}~ 名
.. 

シリーズ 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告，I}

巻 次 第81集

編著者名 宮木直樹 • 竹野谷俊夫

編集機関 深谷市教介委員会

所在地 〒36ti-0823 埼玉県深谷市本住町17-:l番地 TEL048-572-9581 

発 行 日 平成18年II月20日

しょL喩ういU'"' しょざ t、t; コ ー ド
所収辿跡 所 在 地

市町村 迫跡
北緯 東 経 調査期間 淵介面積 潤究駆因

・-
~~ や皇．．せ8 s埼いた玉皇11県んふ深か谷や市し笠ふさ済い寺じ

平成10年8月5日から
白山辿跡

字•,s前真え耕こう地，- 1,10 I番地 11218 63-008 瘤 Ir :i'l' 13g'1-f : 灼“ 195m 
アバー ト

(7次調査）
建―,し

平成10年9月101:lまで
＇以

種 別 主な時代 主な追構 'E t,_ょ迫 物 特，］ビ 'JI 項

集落跡 奈良～ 堅穴住居跡 土 師 器 9世紀前後と砦えられる 5弓住

官術跡 平安時代 掘立柱建物跡 須 恵 器 居跡から、クルル鉤が出十＿した。

居館跡 中世 t 坑 鉄 製 品 市内では、北坂追跡に次いで2例

目となる。
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